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図書館つうしん
問 中央図書館　℡ 24‒1507

回
・
前
々
回
と
舟
塚
山
古

墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る

被
葬
者
像
に
つ
い
て
推
測
し
て
き

ま
し
た
。
で
は
、
そ
の
被
葬
者
が

住
ん
で
い
た
居き

ょ
か
ん館

（
屋
敷
）
は
ど

こ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
八
郷
地
区
で
は
、
佐
自
塚
古
墳

の
被
葬
者
が
住
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
居
館
が
、
佐
久
上
ノ
内
遺

跡
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
幅
３
ｍ

前 時の記憶
シリーズ 165

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

舟塚山古墳の
　　　　被葬者③

ほ
ど
の
堀
で
、
72
ｍ
×
53
ｍ
の
範

囲
を
区
画
し
た
も
の
で
し
た
。
佐

自
塚
古
墳
は
全
長
58
ｍ
の
前
方
後

円
墳
で
す
の
で
、
全
長
１
８
６
ｍ

の
舟
塚
山
古
墳
の
場
合
は
、
も
っ

と
大
き
な
も
の
と
予
想
で
き
ま

す
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
石
岡

地
区
で
は
そ
の
よ
う
な
遺
跡
は
発

見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
舟
塚
山
古
墳
の
周
辺
で

発
掘
さ
れ
た
竪
穴
住
居
を
見
る

と
、
舟
塚
山
古
墳
の
築
造
さ
れ
た

西
暦
４
０
０
年
前
後
は
少
な
く
、

１
０
０
年
程
後
の
西
暦
５
０
０
年

頃
か
ら
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
舟
塚
山
古
墳
の
時
期
に
は
墓

域
と
し
て
利
用
さ
れ
、
集
落
や
被

葬
者
の
居
館
は
別
の
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

図
書
館
創
立
１
３
０
周
年

イ
ベ
ン
ト
（
入
場
無
料
） 

俳
句
講
座「
さ
く
さ
く
作
ろ
う
！
」

あ
な
た
の
俳
句
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

▼
N
H
K
「
俳
句
さ
く
咲
く
！
」

の
選
者
、櫂か

い
未
知
子
さ
ん
が
先

着
30
名
の
俳
句
を
添
削
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
９
日
日
午
後
２
時
か
ら 

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室 

講
師
／
櫂 

未
知
子
氏

北
海
道
生
ま
れ
。「
群
青
」
共

同
代
表
。
著
書
に
「
食
の
一

句
」「
季
語
、
い
た
だ
き
ま
す
」

N
H
K
「
俳
句
さ
く
咲
く
！
」

２
０
１
７
年
度
選
者
。

申
込
開
始
／
１
月
８
日
水
か
ら

※
添
削
希
望
者
は
申
込
後
１
月
26

日
ま
で
に
俳
句
を
提
出
。

シ
ネ
マ
＠
図
書
館

日
時
／
１
月
25
日
土
午
後
２
時
か
ら

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室

上
映
作
品
／
海
よ
り
も
ま
だ
深
く 

※
是
枝
裕
和
監
督
・
阿
部
寛
主
演

申
込
開
始
／
１
月
５
日
日
か
ら

「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
あ
ら
す
じ

▼
ダ
メ
人
生
を
更
新
中
の
中
年
男

は
元
妻
に
愛
想
を
つ
か
さ
れ
養

育
費
も
満
足
に
払
え
な
い
。
た

ま
た
ま
集
ま
っ
た
「
元
家
族
」

が
台
風
の
た
め
に
帰
れ
な
く
な

り
、
一
夜
限
り
の
家
族
会
議
が

始
ま
っ
た
。

こ
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

人
形
劇
団
木
偶
に
よ
る
人
形
劇

日
時
／
１
月
11
日
土
午
前
11
時
か
ら

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

演
目
／
「
が
ん
ば
れ
カ
メ
く
ん
」・

「
ゆ
か
い
な
ピ
エ
ロ
」・「
と
う

か
く
さ
ん
と
オ
オ
カ
ミ
」

ご
利
用
く
だ
さ
い 

「
新
着
案
内
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

▼
好
き
な
テ
ー
マ
や
作
家
名
な
ど

を
登
録
す
る
と
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
関
す
る
当
館
新
着

資
料
の
一
覧
を
登
録
さ
れ
た

メ
ー
ル
に
週
１
回
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

登
録
方
法
／
中
央
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
蔵
書
検
索
の
「
利
用

者
の
ペ
ー
ジ
」
内
「
新
着
テ
ー

マ
参
照
」
画
面
か
ら
登
録

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
図
書
館
ま

た
は
公
民
館
図
書
室
窓
口
で

仮
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
が
必

要
で
す
。

１
月
の
休
館
日 

▼
１
月
１
日
水
〜
４
日
土
・
６
日

月
・
13
日
月
・
14
日
火
・
20

日
月
・
27
日
月
・
30
日
木

※
休
館
中
の
返
却
は
中
央
図
書
館

返
却
ポ
ス
ト
へ
。

１
月
の
お
は
な
し
会 

◆
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森　

　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら 

む
か
し
む
か
し
の
お
は
な
し
会 

18
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い 

９
日
木

◆
中
央
公
民
館

　
午
後
２
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ　
11
日
土

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
＠
や
さ
と 

日
時
／
１
月
19
日
日
午
前
９
時
～

午
後
３
時

※
中
央
公
民
館
ま
つ
り
２
日
目

場
所
／
中
央
公
民
館
相
談
室 

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
く
な
り
次
第

終
了
。

企画展：舟塚山古墳とその時代
期間：2 月 2 日日まで
場所：ふるさと歴史館（総社 1-2-10）
休館：年末年始・月曜日（祝日の場

合は翌日）

舟塚山古墳周辺の竪穴住居の分布

広報いしおか 1 月 1 日号　№３４２　　２２　　　　　



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

文芸いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
総　
社　
一
色　
し
の
ぶ

秋
蝶
の
迷
い
な
が
ら
の
旅
路
か
な

若　
宮　
今
川　
武
男　

酒
蔵
に
昭
和
の
匂
い
柿
花
火

東
光
台　
野
村　
洋
子　

菊
大
輪
笑
い
過
ぎ
て
も
疎
ま
れ
る

石　
岡　
前
川　
豊
美　

炬
燵
し
て
本
も
軀
も
崩
れ
ゆ
く

　
　
総　
社　
山
口　
美
津
子

番
犬
と
言
葉
交
は
し
て
街
小
春

や
さ
と
俳
句
会

片　
岡　
馬
場　
小
零　

冬
芽
早
や
確
と
生
れ
し
よ
友
癒
え
よ

山　
崎　
荒
井　
栗
山　

見
は
る
か
す
山
は
紅
葉
に
輝
け
り

　
宇
治
会　
萩
原　
清　
　

風
発
ち
て
蝶
の
如
く
に
舞
ふ
落
葉

石
岡
短
歌
同
好
会

井　
関　
木
間
塚　
具
子

幾
た
び
も
台
風
の
来
て
倒
さ
れ
し

皇
帝
ダ
リ
ア
脇
芽
を
伸
ば
す

高　
浜　
大
嶋　
全
江　

世
の
中
に
惑
は
さ
れ
づ
に
山
に
住

む
歌
友
は
明
る
く
桃
源
郷
と

山　
崎　
若
色　
茂　
　

父
の
忌
に
五
人
兄
弟
語
り
出
す
初

め
て
の
父
自
分
だ
け
の
父

八
郷
短
歌
会山　

崎　
鈴
木　
菫　
　

ま
た
逢
い
に
来
る
し
メ
ー
ル
も
す

る
か
ら
ね
と
手
を
握
り
し
め
従
妹

帰
り
ゆ
く

山　
崎　
西
口　
は
ま
子

日
の
当
る
縁
に
セ
ー
タ
ー
解
き
を

り
暮
ら
し
の
中
の
ひ
と
齣
と
し
て

石
岡
俚
謡
会東大

橋　
醍
醐　
正
夫　

焼
い
た
松
茸　
さ
さ
や
か
で
す
が

　
香
り
豊
か
な　
敬
老
日

山　
崎　
若
色　
茂　
　

子
等
の
登
校　
吐
く
息
白
く　

　
爺
は
旗
持
つ　
冬
の
朝

鹿
の
子　
田
村
こ
ま
く
さ

神
に
願
う
も　
届
か
ず
被
災

　
避
難
生
活　
無
事
祈
る

川　
又　
前
島　
節
子　

ふ
っ
と
見
上
げ
り
ゃ　
北
斗
の
星
座

　
冬
の
寒
さ
も　
熱
く
す
る

総　
社　
暁　
夢
華　
　

聞
い
た
ば
か
り
で　
又
聞
き
返
す

　
呆
れ
返
る
は　
山
の
神

細　
谷　
高
橋　
真
希　

針
を
手
に
し
て　
七
十
余
年

　
老
い
を
感
じ
ぬ　
手
の
動
き

東
光
台　
福
田　
泰
夫　

冬
は
苦
手
と　
つ
ぶ
や
く
母
に

　
そ
っ
と
湯
タ
ン
ポ　
添
え
た
夜

　
若　
松　
川
崎　
洋
子　

老
い
は
楽
し
と　
見
出
し
の
文
が

　
な
ぜ
か
気
に
な
る　
本
を
買
う

貝　
地　
前
島　
く
に
子

つ
ら
い
爪
跡　
台
風
一
過

　
秋
の
紅
葉　
丸
つ
ぶ
れ

い
し
お
か
川
柳
会

杉　
並　
助
川　
浩
史　

も
う
八
十
路
冥
土
の
土
産
恋
ひ
と
つ

柿　
岡　
関　
き
み
子　

聞
く
だ
け
は
で
き
て
相
手
を
喜
ば
せ

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫　

日
本
画
に
ゴ
ッ
ホ
惚
れ
た
ね
ジ
ャ

ポ
ニ
ズ
ム

石　
岡　
赤
津　
貞
行　

先
輩
と
将
棋
出
来
る
の
い
つ
ま
で
か

夕
陽ひ

は
筑
波
峰
に
既
に
か
か
り
て

　現在、表千家裏千家二流派で活動をいた
しております。
　茶道会ですので、お茶会や呈

てい
茶
ちゃ

を通して
皆様にお茶を差し上げることが基本です。
特に秋の石岡市文化祭には、市民の皆様に
お点

て ま え
前を通しておもてなしをさせていただ

いております。また各々の流派におきまし
て初茶、春の茶会、風土記の丘の呈茶等を
しております。
　茶の湯はおいしいお茶とお菓子をいただ
けることがまず一番ですが、お道具（焼き

物・塗り物・軸）等いろいろな文化にふれ
ることができるのも楽しみの一つです。

年会費／無し　会員数／ 30 名
問石岡茶道会（塚原）℡ 26-2385

  第 16 回
 石岡茶道会 文化協会だより

俳
句

俚
謡（
都
々
逸
）

川
柳

短
歌

投
稿
作
品

　　　　　　２３　　広報いしおか 1 月 1 日号　№３４２


